
（仮称）石狩市都市骨格方針について
「都市マスタープラン」をはじめとした、都市・緑・住宅整備に関す

る長期３計画の全面改定の機会を捉え、新たに、従来の土地利用に係る
計画とは異なり、コンパクトな都市構造への転換を視野とした「立地適
正化計画」を加えた４計画を同時策定することにより、統一性・整合性
の図られた１本の計画と見立て、都市整備の方針となるシンプルで分か
りやすい計画を目指します。

※1 旧｢都市マスタープラン｣
※2 旧｢水とみどりの基本計画｣
⇒今回の改定を機に名称変更

都市計画マスタープラン 住生活基本計画

（仮称）石狩市都市骨格方針

緑の基本計画

⽴地適正化計画 新規

改定改定※2改定※1
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（仮称）石狩市都市骨格方針策定の背景・目的
本市は、昭和４０年代の宅地分譲開始以降、人口が右肩上がり

に増加するとともに、平成１７年には厚田村・浜益村との合併に
より、行政区域が旧市域の約６倍になるなど、これまでにも増し
て豊富な地域資源と可能性を有する都市へと発展していきました。
しかしながら、合併時をピークに人口が減少に転じ、今後もそ

の傾向が進むものと予測されておりますが、このような社会情勢
の中にあっても、本市の歴史・文化や自然環境をはじめとした
様々な魅力を活力に持続可能なまちづくりを推進していくため、
今後の都市整備の指針となる「（仮称）石狩市都市骨格方針」を
策定することといたしました。
なお、当方針の計画期間は、平成３２年から平成５１年までの

概ね２０年間とします。
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第１章 都市計画マスタープラン

第1節 全体構想

第2節 地域別構想

都市機能ゾーンの方針

生産物流地域

都市居住地域

農業生産ゾーンの方針

海浜植物ゾーンの方針

森林環境ゾーンの方針

第3節 将来の土地利用等

（仮称）石狩市都市骨格方針の構成

第２章 立地適正化計画

第1節 立地適正化計画のまちづくりの方針

第2節 居住誘導区域の設定

第3節 都市機能誘導区域の設定

第4節 立地適正化計画のまちづくり施策

第３章 緑の基本計画

緑の保全の方針

第４章 住生活基本計画

住宅施策の方針

・各種資料
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ｚ

暑寒別天売焼尻
国定公園

ニセコ積丹⼩樽
海岸国定公園

利尻礼⽂
サロベツ国⽴公園

日本海オロロンライン

道央圏連絡道路

■第1節 全体構想
本市は、日本海に面する国立・国定公園を結ぶ日本海オロロンラインと、

新千歳空港へとつながる道央圏連絡道路の結節点に位置するとともに、日本
海側の国際物流拠点である石狩湾新港及びその背後地の工業団地を擁するな
ど、自然や観光、産業など多方面で優れた立地条件を有しています。

⼈⼝減少が予測される中にあっても、⼈⼝密度の維持に努めながら、⾃然と
都市の優れた環境が調和した、より住みやすいまちづくりを目指す

《札幌圏を代表する海浜産業都市》

第１章「都市計画マスタープラン」

新千歳空港

石狩湾新港

優れた観光資源を活かした様々な施策の展開

●道の駅石狩「あいろーど厚田」を拠点とした、観光施策の充実化

●留萌市、増毛町、北竜町との連携のもと、オロロンラインを活用し、本

市を含めた４市町への外国人観光客の周遊を促すインバウンドに対応し

た観光ルートの創出

豊かな自然とともに発展してきた１次産業の供給力の確保・向上の施策を展開

●生産者の経営安定化や６次産業化の取組みを支援し、札幌圏の食料供給

基地としての持続的発展を推進

道の駅
石狩「あいろーど厚田」
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■第2節 地域別構想

農業生産ゾーン

海浜植物ゾーン

森林環境ゾーン

都市機能ゾーン森林環境ゾーン
「日本海に面する観光と一次産業
が進化・発展するゾーン」

農業生産ゾーン
「道内最⼤の消費地札幌に隣接す
る一⼤農業生産ゾーン」

都市機能ゾーン
「北海道のエネルギー供給と、札
幌圏の生産物流・都市居住の機能
の一翼を担うゾーン」

海浜植物ゾーン
「⼤都市圏に今も⼤切に保全され
ている海浜植物ゾーン」

本市は、南北に約67km縦長に伸びた形状で、面積が約720km２と広大で多様な

地域特性を有している。その特性を活かし、次のとおり地域別の構想を定めます。

●市域をそれぞれの特性に合わせ４つのゾーンに分け、各ゾーンの地域づくりの

方針を設定します。

●方針を設定するにあたっては、各ゾーンの将来人口推計を踏まえ、想定される

問題から課題や対策を検討します。

『コンパクト＋ネットワーク化された持続可能な都市』の形成
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■第1節 ⽴地適正化計画のまちづくり方針
第２章「⽴地適正化計画」

本市は、都市計画マスタープランの地域別構想において設定した４つ

のゾーンのうち、主に「都市機能ゾーン」における施策の展開に特化し、

居住や都市機能の誘導を推進し、持続可能でコンパクトな市街地の形成

を目指します。
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・市域のおよそ７割は森林

・親水空間が豊富（茨戸川、石狩湾新港、厚田漁港、浜益海浜公園など）

・人口減少、少子高齢化による公園の需給バランスの不均衡化（需要＜供給）

⇒緑地は十分に確保されていることから、その保全に努める

⇒既存の公園の機能更新や他用途への有効活用を図る

（※原則、公園の新たな整備は行わない）

第３章「緑の基本計画」
■緑の保全の方針

これらの取り組みにより、市民のレクリエーションの場を創出す

るとともに、既存の恵まれた緑地や親水空間を活用し、緑を育

む活動を継続しながら、生物多様性の確保・向上を推進します。
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第４章「住生活基本計画」

石狩市住生活基本計画は、国や北海道の計画と基本的な部分の整合を図り、（仮称）石狩市都市骨格方針の都市

整備の方針を踏まえた、本市の住宅施策に関する基本計画として改定します。
⇒空き家利活⽤、危険空き家対策、危険住宅移転（⼟砂災害）、住宅の耐震化、市営住宅の管理⼾数、
住宅省エネ・⻑期優良住宅等

石狩市総合計画

石狩市公営住宅等⻑寿命化計画

他の
関連計画

（仮称）石狩市都市骨格方針

北海道
住生活基本計画

住生活基本計画
（全国計画）

調整

連携

国・北海道

石狩市

石狩市住生活基本計画石狩市住生活基本計画

■住宅施策の方針

石狩市⽴地適正化計画石狩市⽴地適正化計画 石狩市緑の基本計画石狩市緑の基本計画

石狩市都市計画マスタープラン石狩市都市計画マスタープラン

8




